（様式２）
所得向上チャレンジプラン（令和８年度）

	事業実施主体名
	



１　挑戦名　


２　現状と目標年の姿
（１）経営面積
	品目
	現状（ha）
（令和７年度）
	目標（ha）
（令和10年）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合計
	
	


　　
（２）成果目標
ア　所得向上目標・チャレンジ目標
　　　　チャレンジ目標は、成果連動型加算を希望する方の目標で、令和１０年度の成果に応じ
て、補助金を加算するかどうか判断します。 　　
	区分

	現状
（令和５～７年
の平均）
	基本目標
（令和１０年）
	チャレンジ目標
（令和１０年）

	所　得（千円）
	
	　　　（　　％）
	（　　％）

	
	うち販売額（千円）
	
	
	

	
	うち経　費（千円)
	
	
	

	
	うち役員報酬（千円）
	
	
	


（注１）現状及び目標の計算方法は、公募要領P5の別表のとおり
（注２）各目標は、公募要領P3の「６　目標設定」を参考に作成してください。
[bookmark: _Hlk198115368]（注３）各目標の増加率は、以下の式で算出してください。
　　　　目標・チャレンジ目標／現状（令和５～７年の平均）


イ　選択目標（必須）
　　　以下の①～⑤のうち１つ目標を設定してください。
	区分
	現状A
（令和５～７年の平均）
	目標B
（令和10年）
	増減率
（B/A）

	
	
	
	

	①販売額の10%以上の増加
（千円）
	　
	　
	

	②収益力の10%以上の増加
（千円）
	　
	　
	

	③付加価値額の10%以上の増加（千円）
	　
	　
	

	④対象品目の10a当たり収量の10%以上の増（kg/10a)
	　
	　
	

	⑤10a当たり生産コストの10%以上の削減
（千円/10a）
	
	
	


（注）現状及び目標の計算方法は、公募要領P5の別表のとおり


　　３　経営上の課題
	　※財務分析の結果等を踏まえて、経営上の問題点となっていることを記載する。












４　課題解決に向けた取組
（１）取組概要
	[bookmark: _Hlk198476268]１　取組品目
　　

２　ソフト事業
　　（取組内容とスケジュールを記載）







３　ハード事業
（取組内容とスケジュールを記載）









４　令和９年以降の取組














（２）（１）の取組と所得向上の関連性
	　※ソフト、ハードの取組がどのように効果を発揮し、所得向上につながるのか、具体的に数字などを記載してください。







（３）上記（１）に関しての新規性・アピールポイント
	







５　成果が得られた場合の他農業者への波及方法（予定）
	時期（令和10年度）
	波及方法及び対象農家
	地域へ波及させる必要性

	






	
	



６　関係機関との連携
	関係機関名
	連携内容

	
	

	
	

	
	

	
	



2

